
活
動
報
告

日
本
史
研
究
推
進
委
員
会
秋
季
講
座

集
中
講
座

「近
現
代
史
を
学
ぶ
」

会
場
　
県
立
港
南
台
高
校

昨
年
よ
り
始
ま

っ
た
こ
の
講
座
は

一
一
月
六
日
か
ら
三
回
に
わ
た

っ
て
県
立

港
南
台
高
等
学
校

。
柏
陽
高
等
学
校
の
二

・
三
年
生
の
希
望
者
を
対
象
に
行
わ

れ
た
。

従
来
授
業
時
間
の
関
係
で
あ
ま
り
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
戦

後
史
を
中
心
と
し
た
近
現
代
史
の
講
義
だ
が
、
特
に

「
思
考

・
判
断
」
「資
料

活
用
」
を
重
視
し
た
新
た
な
る
視
点
か
ら
の
授
業
実
践
を
、
パ
ソ
コ
ン
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
な
ど
を
使
用
し
な
が
ら
試
み
る
画
期
的
な
授
業
を
行

っ

た
。

第

一
日
　

一
一
月
六
日

（土
）

講
　
　
師
　
新
谷
　
桂

（県
立
港
南
台
高
等
学
校
）

時
　
　
間
　
生
徒
対
象
講
義
　
九

¨
○
○
～

一
一
¨
○
○

受

講

者
　
県
立
港
南
台
高
等
学
校
二

。
三
年
生
　
二
六
名

県
立
柏
陽
高
等
学
校
三
年
生
　
　
　
　
　
四
名

講
義
教
室
　
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
室

講
義
形
式
　
プ
リ
ン
ト
に
よ
る
学
習
だ
が
、
黒
板
は
い
っ
さ
い
使
わ
ず
、
生

徒

一
人
に

一
台
割
り
当
て
た
パ
ソ
コ
ン
の
モ
ニ
タ
ー
に
プ
リ
ン
ト
と
同
じ

も
の
を
提
示
し
、
解
説
し
な
が
ら
時
間
差
を
付
け
て
正
解
を
出
す
方
式
を

採

つ
た
。
さ
ら
に
そ
の
内
容
に
関
連
す
る
写
真
や
地
図
、
文
献
史
料
な
ど

も
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
し
た
。
こ
れ
は
い
ち
い
ち
資
料
集
を
開
け
た
り

す
る
時
間
の
ロ
ス
を
な
く
せ
る
の
で
、
後
の
生
徒
か
ら
の
感
想
で
は
非
常

に
好
評
だ

っ
た
。

臣憂曇聾亜轟]

囲亜囲

囲盤囲

囲囲囲

戦後史プリン ト No 4 朝鮮戦争 と独立の回復

1 米ソニ大陣営の対立=冷戦の開始
1)〔ア 〕の成立 (45.10)51ケ 国参加 (連盟は当初42ヶ 国)

2003年 1月 現在、191ヶ 国力功口盟

サンフラ_ン シスコ全謹 (45.4)→ 旦i墨童童採択 (45.6)

主要機関 総会・安全保障理事会 (5大国の拒否権あり)

2)冷戦C01d Warの 始まり「鉄のカーテン」

チャーチルの演説 (46.3)

3)米の共産主義「封じ込め政策」 (47.3)大 統領〔イ 〕の

〔イ 〕ドクトリン

軍事基地でソ連を包囲・共産主義勢力の膨張への封じ込め

4)米の欧州諸国経済援助計画「マーシャルプラン」 (47.6)

国務長官マーシヤル西欧16ケ 国に経済復興の援助、

反ソ陣営を強化 → 冷戦の開始

〔ウ 〕はコミンフォルムを結成して対抗 (49)

(48)NATO〔=工 〕機構の結成 (49)

5)〔オ 〕国の成立 (48)  大統領 李承晩 (イスンマン)

〔力 〕共和国の成立 (48)首  相 金日成 (キムイルソン)

6)〔キ 〕共和国の成立 (49)

睡囲翻
共産党の〔ク 〕が国共内戦に勝利、〔ケ 〕の率いる国民

政府を台湾に追放

ン
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講
義
内
容

　

「戦
後
の
民
主
的
改
革
と
冷
戦
」

「日
本
の
独
立
と
外
交
政
策
」

第
二
日
　
一
一
月

一
三
日

（土
）

講
　
　
師
　
木
村
芳
幸
①

（県
立
柏
陽
高
等
学
校
）

半
澤
朝
彦
②

（明
治
学
院
大
学
国
際
学
部
講
師
、
専
門
　
国
際

関
係
論
、
国
際
政
治
史
、
国
際
機
構
論
、
イ
ギ

リ
ス
帝
国
史
）

時
　
　
間
　
生
徒
対
象
講
義
　
九

一
〇
〇
～

一
一
¨
三
〇

受

講

者
　
県
立
港
南
台
高
等
学
校
二

。
三
年
生
　
一
三

名

県
立
柏
陽
高
等
学
校
三
年
生
　
　
　
　
　
一
名

講
義
教
室
　
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
室

講
義
内
容
　
①

「新
傾
向
の
問
題
に
つ
い
て
」

新
指
導
要
領
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
資
料
を

「
よ
む
」
力
を
判
断
す
る

た
め
に
セ
ン
タ
ー
試
験
な
ど
で
出
題
が
予
想
さ
れ
る
問
題
や
、
そ
れ
を
先

取
り
し
た
既
出
の
入
試
問
題
な
ど
に
つ
い
て
演
習

・
解
説
し
、
絵
画

。
写

真
な
ど
の
資
料
か
ら
歴
史
を
読
み
と
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
講
義
を

し
た
。
ま
た
、
新
指
導
要
領
の
背
景
と
さ
れ
る
社
会
状
況
の
変
化
や
も
と

め
ら
れ
る

「学
力
」
の
定
義
の
変
化
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
現
代
社
会
で

も
と
め
ら
れ
る
生
き
る
力
の
意
味
に
つ
い
て
も
言
及
を
し
た
。
短

い
時
間

で
あ

っ
た
の
で
他
の
先
生
方
の
よ
う
に
教
師
と
生
徒
と
の
や
り
取
り
を
設

定
す
る
場
面
を
つ
く
る
ま
で
に
は
な
か
な
か
至
ら
な
か

っ
た
点
が
反
省
点

で
あ
る
。

②

「戦
後
日
本
の
国
際
関
係
、
そ
し
て
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
イ
ラ
ク
派
兵
」

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
以
降
、
戦
争
で
日
本
が
与
え
た
損
害
に

対
し
て
の
請
求
権
を
英

。
米

。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
は
放
棄
し
た
も
の

の
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
に
は
日
本
政
府
は
当
時
の
金
額

で

一
兆
三
百
億
円
以
上
に
の
ぼ
る
戦
後
賠
償
を
行

っ
た
。

こ
れ
は
金
銭
で
は
な
く
発
電
所
建
設
や
ダ
ム
建
設
、
港
湾
建
設
、
船
舶

供
与
、
ト
ラ
ッ
ク
供
与
な
ど
を
、
日
本
政
府
か
ら
円
を
渡
さ
れ
た
日
本
企

業
が
相
手
国
に
提
供
す
る
形
式
を
と

っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
が
現
在
の
発
展

途
上
国

へ
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

（政
府
開
発
援
助
）
の
原
点
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
そ
の
中
の
無
償
資
金
協
力
の
地
域
配
分
で
は
、
ア
フ

リ
カ

・
中
南
米
の
合
計
が
ア
ジ
ア
よ
り
も
多

い
事
実
も
意
外
だ

っ
た
。

ま
た
戦
後
日
本
の
外
交
も
、
独
立
時
に
西
側
諸
国
と
の
片
面
講
和
、
安

保
条
約
締
結
で
米
軍
の
駐
留
を
認
め
た
た
め
ア
メ
リ
カ
の
外
交
路
線
か
ら

大
き
く
逸
脱
す
る
の
が
困
難
に
な

っ
た
こ
と
に
言
及
し
、
そ
の
延
長
に
自

衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
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第
三
日
　

一
月
二

一
日

（日
）

講
　
　
師
　
松
本
靖
史
①

（県
立
横
浜
立
野
高
等
学
校
）

新
谷
　
桂
②

（県
立
港
南
台
高
等
学
校
）

時
　
　
間
　
生
徒
対
象
講
義
　
九

¨
○
○
～

一
一
¨
○
○

受

講

者
　
県
立
港
南
台
高
等
学
校
三
年
生
　
三
二
名

県
立
柏
陽
高
等
学
校
三
年
生
　
　
　
一二
名

講
義
教
室
　
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
室
　
会
議
室

講
義
内
容
　
①
農
村
と
都
市
―
農
民
と
労
働
者

今
回
の
集
中
講
座
の
主
題
が

「
近
現
代
史
を
学
ぶ
」
で
あ
り
、
ま
た

「思
考

・
判
断
」
「資
料
活
用
の
技
能

・
表
現
」
を
重
視
し
た
講
座
で
あ
る

た
め
、
近
代

（戦
後
間
も
な
く
の
時
期
ま
で
）
の
農
村
と
都
市
、
お
よ
び

農
民
と
労
働
者
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
グ
ラ
フ
や
絵
、
写
真
を
使

っ

て
考
え
る
講
座
を
設
定
し
た
。

最
初
に
、
近
代
の
農
村

（農
民
）
と
都
市

（労
働
者
）
に
関
す
る
歴
史

を
概
観
し
、
そ
の
上
で
、
い
く

つ
か
の
グ
ラ
フ
や
絵
、
写
真
を
提
示
し
、

い
つ
ご
ろ
の
何
に
関
す
る
グ
ラ
フ
な
の
か
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ラ
フ
を

読
み
解
く
ポ
イ
ン
ト
を
生
徒
に
考
え
て
も
ら
い
、
そ
の
う
え
で
解
説
を
加

え
る
と
い
う
授
業
展
開
を
考
え
実
施
し
た
。

五
〇
分
と
い
う
短

い
時
間
で
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、　
一
方
的
な
講
義
調

の
講
座
に
な

っ
て
し
ま

つ
た
が
、
自
分
自
身
も
教
科
書
や
図
説
の
解
説
以

外
の

「
グ
ラ
フ
の
絵
解
き
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
と
え
ば
、
図
説

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
工
場
労
働
者
数
の
グ
ラ
フ
に
は
、
労
働
者
総
数
の
ほ

か
に
女
性
労
働
者
、
男
性
労
働
者
別
の
グ
ラ
フ
も
同
時
に
記
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
産
業
革
命
の
進
展
を
考
察
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
ま
た
昭
和
の
初
期
に
男
性
労
働
者
数
が
女
性
労
働
者
数
を
追
い

越
す
の
だ
が
、
こ
の
変
化
を
産
業
構
造
の
変
化
や
政
治
状
況
と
重
ね
合
わ

せ
て
考
察
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
準
備
や
授
業
展
開
の
工
夫
に
よ

っ
て
は

所
期
の
目
的
を
か
な
り
達
成
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
触
を
持

っ

た
。

②

「高
度
経
済
成
長
と
そ
の
終
焉
」

神
武
景
気
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の
登
場
、
所
得
倍
増
政
策
、
ア

ジ
ア
情
勢
の
変
化
、
い
ざ
な
ぎ
景
気
、
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ツ
ク
、
第

一
次
石

油
危
機
以
降
の
日
本
、
プ
ラ
ザ
合
意
と
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
、
五
五
年
体

制
の
終
焉
、
失
わ
れ
た

一
〇
年

半澤朝彦先生 (明治学院大)
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